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基本方針の全体像（施策の体系）
振り返りから導かれた課題 基本的な考え方

【課題１】
文化芸術資源のリストアップや文化財の保全と
活用の両面からの整備が求められています。

【課題２】
未来を担う子どもたちが心豊かに成長するため
の取り組みが求められています。

【課題３】
市民が文化に触れるきっかけづくりが求められて
います。

【課題４】
市川らしさを発信し続けるために、事業を継続
して行っていく必要があります。

【課題５】
活動メンバーの高齢化、後継者不足が進む中、
人材確保や人材育成が求められています。

【課題７】
芸術文化を通じたつながりや多文化共生
社会の推進が求められています。

【課題８】
市民の鑑賞・活動につなげる情報発信の強化
が求められています。

【課題９】
施設間とのネットワークの強化および認知度の
向上が求められています。

【課題１０】
文化事業関係団体や商業、観光、教育など
他分野との連携が必要となってきます。

【課題６】
文化資源や文化活動を支えるサポーターや
ボランティアの育成が必要です。

地域文化資源の発掘・保全・活用・継承
市川市で守り伝えられてきた文化資源を守りな
がら活用し、未来へつなげます。

未来を担う子どもたちへの取り組み充実
未来を担う子どもたちが心豊かに成長できるよう
文化芸術に触れる機会を充実させます。

誰でも文化活動に参加できる環境の整備
年齢、性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、
主体的に文化芸術を楽しめるよう継続的な催しを
実施するとともに、設備環境を整備します。

未来へつなぐ次世代の担い手と活動の支援
ボランティアなどの文化活動を支える人材を育
成するとともに、未来を担う芸術家が活動の場
を広げられるよう支援します。

文化芸術を通じたつながりの創出
人々の生活が多様化する中で相互理解、交
流を深めるために、文化活動を通じたつながり
を生み出す取り組みを推進します。

効果的な情報の発信
文化に関する行事やイベント、施設、人材などの
情報が広く市民に届くように様々な媒体により市
民に発信します。

関係機関との連携による文化振興の推進
文化事業関連団体や、商業、観光、教育などと
の連携を強化し、効果的に文化振興を推進して
いきます。

第１次文化振興ビジョンの振り返りから導かれた課題に対して、第２次文化振興ビジョンを推進していくために必要な
事項を基本的な考え方としてまとめ、具体的な施策の方向を示すための３の基本方針を掲げます。

基 本 方 針

１．地域を彩る文化資源の発掘・保全、活用、継承
▼基本方策▼

施策① 地域文化資源の発掘・保全

施策② 地域文化資源の活用

施策③ 地域文化資源の発信・継承

２．だれもが文化芸術を楽しめる環境整備
▼基本方策▼

施策① 文化芸術が生活に息づく環境づくり

施策② 文化芸術を楽しめる環境づくり

施策③ 文化芸術活動に参加しやすい環境づくり

施策④ 文化芸術活動へのアクセシビリティの充実

３．未来へつなぐ 次世代の担い手と活動の支援

▼基本方策▼

施策① 地域文化資源や文化芸術活動を支える人材の育成

施策② 若手芸術家などの発掘・活動支援

施策③ 市民・団体の文化芸術活動の発展に資する支援体制の整備

施策④ 文化芸術を通じたつながりの創出
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街かどミュージアム2.0 －地域の文化資源をつなぐ共創型ミュージアム都市の推進
第1次文化振興ビジョン リーディングプログラムで掲げた「街かどミュージアム構想」で整備した文化施設のさらなる活用
と周知を通じ、市内に点在する文化資源をつなぎ、だれもが日常生活の中で文化芸術に出会い継続して文化活動に
参加できる、共創型ミュージアム都市をめざします。

２．地域の拠点での共創により、だれもが文化に出会い、文化を楽しめるまちへ

１．地域文化を学び、つなぎ、継承する

３．多様な主体と未来をつくる
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